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今年度中に白寿・米寿を迎えられる方に長寿記念品料をお贈りいたします。
白寿３万円、米寿２万円を６月30日付けでご登録口座に送金しますので手続不要です。
※該当の方には、６月上旬にお祝い状をお送りします。
　ご登録口座を記載していますので変更等ございましたら必ず互助会事務局へご連絡
をお願いします。
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コピーして使用可
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『明日死ぬかのように生きよ。
 　　永遠に生きるかのように〇〇』 山口市 溝部 幸絵

― 17 ―



３年前、ハローワークの紹介状を持って面接に仕出し屋を訪れた日のことを思い出します。

当時の代表取締役の方が、私の履歴書を見ながらこうおっしゃいました。

「あなた、教頭先生を務められた人が…。ここはおばちゃんばっかりですよ。」

弁当配達員の募集に応じた者としては、やや異色の経歴だったのかもしれません。ただ、

当時の私は、とにかく働くことで誰かのお役に立ちたい、社会貢献をしたいという思いが強

かったように覚えています。２か月半ほど無職だったわけですから。

弁当配達は予想していたよりハードでした。けれど、“お役立ち感”満載のやりがいのある

仕事でした。弁当を無事にお届けすることでお客様の労いや感謝の気持ちが伝わってくるの

ですから。

朝、調理場はまさに戦場です。配膳台に整然と並べられた弁当箱に、調理されたばかりの

主菜や副菜が手際よく盛り付けられていきます。その間、私は受付から次々に届く注文を配

送コース別に仕分けます。配達に出発すると、今度は時間との闘い。配達先や数は毎日変化

します。コースを考え、時間内に配達を終えるとホッとします。

３か月が過ぎたころ、弁当だけでなくお客様

と弊社をつなぐ何かがあると良いのではと考え、

「（社名）通信」の発行を提案しました。取締役

に許可を得て、とりあえず第１号を発行しました。

最初は、気張らずに２か月に１回発行できればと

思いましたが、ありがたいことに思わぬ反響があ

り、振り返ると退職月まで毎月発行の33号まで

伸びました。

私の仕事上のモットーは３Ｓ「安全（Safely）確実（Surely）迅速（Speedy）」でした。

公務員の経験しかなかった私には毎日が新鮮で、人生の上で貴重な体験をすることができた

ことを非常にうれしく思います。「今日は仕事に行きたくないなあ」と思った日が１日たりと

もなかったことが私の誇りです。通信はクリアファイルに収め、ときどき読み返しています。
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令和４年度
　地区集会の様子をご紹介します

～ 防府地区編 ～
　　　　委員　上田　保明

～開催しました地区集会　コロナに負けない！　チェロとピアノのコンサート～

その日は前日までの雨の予報を覆し薄日のさす朝となりました。晩秋の北風に、街路樹

の落ち葉が軽やかな音を奏で、嬉しい予感さえ感じさせる11月20日（日）、次長徳本様、

主任伊藤様をお招きし、３年ぶりに防府地区集会を10時に開催することとなりました。

行動規制が緩和され、スポーツ観戦、コンサート等が供される社会となりましたが、実

施計画を立案するころはまだまだ厳しく、実施するか否か役員一同、苦渋の判断を迫られ

ました。３年間の会員の鬱積を晴らす方策はないものか、地区集会を楽しみにしていらっ

しゃる「会員の期待に応えたい」、だが「コロナは怖い」。「コロナに負けない意気込み

を示したい」と思い、「会員の不安も払拭する」会の持ち方について何回も会合を開き協

議しました。

その結果、会話することの少ない音楽鑑賞会を開催すること

としました。会員相互の交流を図りながら、会員が一番の楽し

みとしている会食は断腸の思いで行わず、ちょっと豪華な昼食

用のお弁当をお持ち帰りいただくこととしました。

企画したのは、防府市出身、東京藝術大学卒業のチェリスト、2020年まで東京都交響楽

団首席を務め帰郷され、防府市音楽のまち創造プロデューサーでもある田中雅弘さんと同

防府市出身のピアニスト喜多村裕美さんとの“チェロとピアノのコンサート”。

「夢のヨーロッパ　音楽の旅」と題し、田中さんの語りとお

二人の演奏。外はまさに錦織なす紅葉の真っ盛り、ヨーロッパ

の紅葉を想像しながらの演奏会でした。ヨーロッパは多国間

で言語の違いが音楽の違いを生み出し厚みのある音を生み出し

たことをチェロとピアノでお示しいただきました。田中さんの

チェロの物哀しくも低音での力強さ、喜多川さんの優しいピアノの音色に堪能し、コロナ

に負けないメッセージをいただいた１時間でした。

過去にない150名近い参加者を得ながらコロナの発症報告もなく、後日、多くの会員の

皆様から好評の声を耳にし、開催してよかったと役員一同、喜びに満ちた３年ぶりの地区

集会でした。来年は会員の皆様に喜んでいただけるようフルバージョンでの開催をと、今

から夢膨らませています。
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